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編集後記 

 本年も遅まきながら『インド学チベット学研究』第 18 号を刊行することができまし

た。早くに校了された寄稿者には、刊行が遅れましたことお詫び申し上げます。本号

も『ヴァーキャ・パディーヤ』、『大乗荘厳経論』の翻訳研究、『ムニマタ・アランカー

ラ』蔵訳テキストの校訂、そして説一切有部の業論に関する研究論文というように基

礎的な学術論文を収録しています。すべての論文は、編集責任者もしくは編集協力者

の査読を経ていることを明記しておきます。 

 前任者の神子上恵生先生から本誌の編集を引き継いで 11 年になりますが、小生も平

成 27 年３月末を持ちまして龍谷大学を退職いたします。来年度からは若原雄昭先生に

「インド哲学研究会」の代表者・本誌の責任編集者になって頂くこと、ご了承を得て

います。ただし、龍谷大学副学長の要職におられる若原先生に代わって、しばらくの

間は乗山氏とともに本誌の編集に携わっていくつもりでおります。皆様のご協力よろ

しくお願い申し上げます。（桂記） 
 
.『インド学チベット学研究』入手のご案内 
第 2 号、第 3 号、第 4 号、第 9-10 号、第 14 号については残部がございます。入手を希望され

ます場合は、編集者までご連絡ください。費用などをお知らせいたします。 

また、当学会ホームページ(http://www.jits-ryukoku.net/)より本誌の PDF ファイルのダウン

ロードが可能です。(PDF ファイルのネットでの公開は事情により中止する場合もありますので

ご注意ください。) 

 

<バックナンバーのご案内> 
第 1 号 神子上惠生／唯識学派による外界対象の考察(2)—Tattvasaṁgraha と Tattvasaṁgrahapañjikāの
23 章外界対象の考察— 若原雄昭／仏教徒のジャイナ教批判(2) 藤田祥道／『五百頌般若経』につ

いて—試訳（承前） 那須円照／有部の形実有論と経量部の形実有論（上） 原田和宗／＜経量部の

「単層の」識の流れ＞という概念への疑問(I) 
 
第 2 号 藤田祥道／クリキン王の予知夢譚と大乗仏説論—『大乗荘厳経論』第一偈の一考察— 原田

和宗／＜経量部の「単層の」識の流れ＞という概念への疑問(II) 那須円照／アビダルマの極微論

(2)——極微が触れるか触れないかという問題を中心として 神子上惠生／唯識学派による外界対象

の考察(1)—Tattvasaṁgraha と Tattvasaṁgrahapañjikāの 23 章外界対象の考察— 
 
 
第 3 号 藤田祥道／仏語の定義をめぐる考察 岩本明美／『大乗荘厳経論』第 13 章「修行章」—サン
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the corresponding Chinese translations 
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倶舎論根品心不相応行論—世親本論と諸註釈の和訳研究(2)— 志賀浄邦／Tattvasaṁgraha 及び

Tattvasaṁgrahapañjikā 第 18 章「推理の考察(Anumānaparīkṣā)」和訳と訳注(1) 岡崎康浩／サンギー

タラトナーカラ第一章試訳・その 1 Peter SKILLING／Mṛgāra’s Mother’s Mansion: Emptiness and the 
Śūñyatā Sūtras 
 
第 12 号 藤田祥道／大乗の諸経論に見られる大乗仏説論の系譜 IV—『大乗荘厳経論』: 総括と展望

— 那須円照／『アビダルマ・ディーパ』における心不相応行の研究(1) 那須良彦／倶舎論根品心

不相応行論—世親本論と諸註釈の和訳研究(3)— 志賀浄邦／Tattvasaṁgraha 及び Tattvasaṁgraha- 
pañjikā第 18 章「推理の考察(Anumānaparīkṣā)」和訳と訳注(2) 五島清隆／龍樹の仏陀観—龍樹文献

群の著者問題を視野に入れて— Mark SIDERITS & Shoryu KATSURA ／Mūlamadhyamakakārikā 
XI-XXI O. v HINÜBER／The Advent of the First Nuns in Early Buddhism 
 
第 13 号 内藤昭文／『大乗荘厳経論』の構成と第 IX 章「菩提の章」の構造—ウッダーナ(X, k.1)の理

解を踏まえて— 乗山悟／アルチャタの「遍充論」—Hetubinduṭīkā研究(4)(pp. 17, 21－21, 10)— 那

須円照／『アビダルマ・ディーパ』における心不相応行の研究(2) 志賀浄邦／Tattvasaṁgraha 及び

Tattvasaṁgrahapañjikā 第 18 章「推理の考察 (Anumānaparīkṣā) 」和訳と訳注 (3)  五島清隆             
／チベット訳『梵天所問経』—和訳と訳注(1) 岡崎康浩／サンギータラトナーカラ第一章試訳・そ

の 2 Klaus Glashoff／From Trairūpya via Hetucakra to Uddyotakara 
 
第 14 号 内藤昭文／『大乗荘厳経論』第 IX 章における「法界清浄の六義」理解—bauddhadhātu と

dharmadhātu の意図する構造— 那須円照／『婆沙論』第 75 巻「虚空と空界」及び『倶舎論』II. 55 c-d
に対する衆賢註「三つの無為、虚空、非択滅」—Louis de La Vallée Poussin によって翻訳され註釈さ

れたアビダルマ文献: 涅槃と無為一般に関わる諸テクスト II の和訳研究— 那須良彦／  倶舎論根

品心不相応行論—世親本論と諸註釈の和訳研究(4)—  五島清隆／チベット訳『梵天所問経』—和訳
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